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クションシンチグラフィ（TTS）は他の画像診断より有

効とされている．異所性のうち胸腺内1例，縦隔内3例

の副甲状腺腫大について検討したところ，縦隔内でTTS

でのみ診断がつき4度目の手術でようやく切除に至った

1例を経験した．Sensitivityは75％であった．異所性

副甲状腺の局在診断に対しTTSは有用であった．
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　肝細胞癌23例に対して，TAE施行前の肝予備能評価

として99mTc・GSA　scanを施行したところ，conventional

なlabo．　dataである総ビリルビン，　PTとはあまりよい

相関が得られなかったが，albumin，　ChE，　HPT，　ICG

Rmaxとは比較的よい相関を示し，肝予備能の総合評価

の一翼を担うものとして今後期待された．

　また，9例に対してTAE施行前とTAE後3～4日
にて99mTc－GSA　scanを施行したところ，　HH15の値は

有意の改善を示し，LHL15の値は改善の傾向を示した．

この原因として，腫瘍血管塞栓による相対的な正常肝細

胞への血流回復，肝動脈閉塞による代償性の門脈血流の

増加等が考えられた．

19．99mTc・GSAの体内動態の食事による影響
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　16例の正常肝において空腹時，食事負荷後のGSAの

肝集積曲線をモノコンパートメント解析し，肝集積量

Co，集積初速度Do，摂取係数Kuを算出し比較検討し

た．肝集積量Coは体表面積と相関を認め（P＜0・001，

r＝－0．77），補正式を導き補正値Co’，　Do’を算出した．

Co’は食事負荷による有意な変化を示さない．　GSAの

肝集積量は肝細胞数で決まるためと考える．Do’，　Kuは

食事負荷によって13％の有意な増加（p＜0．001）を示し，

HH15，　LHL15と比べ肝血流の変化によって大きく変化

し，肝へのGSA摂取の動態をより的確に示す指標であ

ると考えられる．今後検討すべき課題は，疾患例では食

事負荷による肝血流の変化でGSAの肝集積が正常例と

比較しどのように変化し，肝予備能といかに関係するか

を評価することである．

20．肝移植後の肝胆道シンチグラフィ
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　先天性胆道閉鎖症による肝硬変に対して肝移植が施行

された患者2例に対して肝胆道シンチグラフィを経験し

た．1例は生検で慢性拒絶反応の末期像を呈しており肝

内胆管の消失と肝細胞の強い障害が認められ，シンチグ

ラフィでは99mTc－PMTの集積低下と排泄遅延を認めた．

他の1例は生検所見は慢性拒絶反応で，グリソン鞘への

炎症細胞の浸潤と肝内胆管への多形核白血球浸潤がみら

れ，シンチグラフィでは99mTc－PMTの集積は良好であ

ったが，排泄の遅延を呈した．

　肝胆道シンチグラフィ所見は組織学的変化が機能面に

もたらす変化をよく反映しているものと思われ，本検査

は移植後の肝機能の把握や予後の推定に有用な情報を提

供しうる検査と考えられた．
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